
改
善
と
見
直
し

　
　
　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
設
置
場

所
、
広
報
紙
配
布
方
法
、
投
票
所
不
具

合
の
安
全
化
、
衆
議
院
選
挙
区
の
統
一

等
、
改
善
と
見
直
し
は
。

　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

選
挙
広
報
紙
の
配
布
は
、
新
聞
折
り
込

み
に
よ
る
方
法
で
配
布
し
ま
す
。
投
票

所
の
安
全
化
に
つ
い
て
は
、
安
心
安
全

な
投
票
所
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
選

挙
区
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

阿
久
津
市
政
の
続
投
は

　
　
　

昨
年
10
月
、
観
光
誘
致
目
的
で

台
湾
を
訪
問
し
、
佛
光
山
寺
へ
行
き
、

僧
侶
と
水
沢
に
佛
光
山
寺
院
建
設
の
話

し
合
い
を
し
た
と
、
多
く
の
市
民
か
ら

聞
く
が
事
実
か
。
観
光
誘
致
か
ら
逸
脱

し
た
日
本
国
憲
法
第
89
条
又
第
20
条
に

違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

台
湾
の
台
北
市
で
毎
年
開
催
さ

れ
る
台
湾
国
際
旅
行
博
に
参
加
し
、
伊

香
保
温
泉
を
中
心
に
観
光
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
義
援
金
及
び
支
援
物
資
等
の
お
礼

を
申
し
上
げ
る
た
め
、
高
雄
市
に
あ
る

佛
光
山
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　
　

市
長
３
年
半
の
市
民
評
価
は
、

一
部
の
建
設
業
者
に
多
く
の
公
共
事
業

を
発
注
し
、
市
民
に
負
担
を
か
け
た
感

が
す
る
、
自
己
評
価
は
。
ま
た
２
期
目

の
市
政
を
目
指
す
の
か
。

　
　
　

就
任
以
来
、
市
民
の
幸
せ
と
本

市
の
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
一
生

懸
命
職
務
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
終
的
な
評
価
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
市

政
の
２
期
目
に
つ
い
て
は
、
後
援
会
の

皆
さ
ん
と
相
談
を
し
て
決
断
し
た
い
。

大
型
事
業
追
加
は
市
の
負
担
増　
　
　

質
問　

21
年
度
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
地
方
債
は
現
在
増
加
傾
向
。
こ
れ
は

合
併
特
例
債
依
存
と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　

合
併
特
例
債
は
、
合
併
市
町
村

合
意
の
も
と
１
５
０
億
円
以
内
で
事
業

を
行
う
よ
う
進
め
て
き
ま
し
た
。
地
域

振
興
基
金
、
減
債
基
金
を
積
み
立
て
後

年
度
負
担
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

人
口
減
少
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

今
、
渋
川
市
は
全
国
、
県
の
水

準
を
上
回
る
人
口
減
少
自
治
体
。
福
祉
、

教
育
、
定
住
を
促
す
渋
川
の
魅
力
づ
く

り
の
考
え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

県
と
連
携
し
企
業
誘
致
を
進
め

る
と
と
も
に
、
伊
香
保
温
泉
を
中
心
と

し
た
観
光
振
興
、
農
業
、
工
業
及
び
高

齢
者
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
長
の
企
業
誘
致　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

市
長
就
任
以
来
の
企
業
訪
問
は

わ
ず
か
９
企
業
、
そ
れ
も
す
べ
て
が
市

内
企
業
。
市
内
外
企
業
を
精
力
的
に
訪

問
す
る
の
が
真
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。　
　
　
　

　
　
　

市
内
企
業
訪
問
も
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
で
す
。
受
け
皿
を
つ
く
り
な
が
ら

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
方
式
や
地
権
者
会
を

つ
く
り
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

か
に
石
幼
稚
園
通
園
バ
ス
復
帰
を　
　

　
　
　

１
年
半
前
か
ら
早
急
の
善
処
や

保
護
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
進
め
る

と
発
言
。
１
年
以
上
も
た
っ
た
現
在
も

結
論
を
出
せ
な
い
状
態
、
全
然
対
応
し

て
い
な
か
っ
た
証
で
あ
る
。
市
長
の
費

用
対
効
果
発
言
は
教
育
行
政
の
禁
句
で

あ
り
、
失
態
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

園
児
数
の
減
少
や
他
の
幼
稚
園

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
現
状
の
ま

ま
一
台
で
運
行
し
、
様
子
を
見
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
◦
渋
川
市
の
課
題
と

　
　
　
　
　
　

将
来
像

◦
市
民
の
権
利

　

選
挙
に
つ
い
て
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財
政
の
将
来
負
担
の
見
え
る
化
を

　
　
　

公
の
施
設
の
更
新
計
画
を
早
急

に
策
定
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
公
共
施

設
白
書
を
作
成
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

適
正
な
施
設
管
理
を
行
う

上
で
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
白
書
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
施
設
の
詳
細
な
現
状
把
握
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

作
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
水
準
以
下
の
低
所
得
者
支
援

策
を
急
げ

　
　
　

低
所
得
者
の
頑
張
り
で
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
守
ら
れ
て
い
る
。
福

祉
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
支
援
策

は
。
ま
た
住
居
困
難
者
の
支
援
の
た
め

に
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　

生
活
保
護
の
支
援
対

象
と
な
ら
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ

の
世
帯
で
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
問
題

点
を
探
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言

や
、
他
の
福
祉
施
策
を
案
内
紹
介
す
る

な
ど
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
努
め
福
祉

部
局
等
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
ア
パ
ー
ト
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
活
用
で
地
域
お
こ
し
を

　
　
　

赤
城
・
北
橘
歴
史
資
料
館
の
統

廃
合
や
、
県
埋
蔵
文
化
財
事
業
団
と
の

連
携
で
、
埋
蔵
文
化
財
の
全
国
発
信
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
資
料
館
に
つ
い

て
は
、
中
長
期
的
な
課
題
と
し
て
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

金
井
東
裏
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
甲

装
着
人
骨
」
な
ど
の
貴
重
な
埋
蔵
文
化

財
は
、
県
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
資

産
と
し
て
街
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
け

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

弁
当
の
日
は
、
群
馬
県
内
で
も

導
入
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
。
自
分

の
お
弁
当
を
自
分
ひ
と
り
で
買
い
出
し

か
ら
調
理
、
後
片
付
け
ま
で
す
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
自
立
し
た
と

き
に
進
ん
で
自
炊
を
し
て
、
大
事
な
生

き
る
力
が
身
に
付
く
と
い
う
も
の
。

　

保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
た
学
校
か

ら
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
て
、
実
施
す
る

考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

学
校
や
地
域
の
実
情
が
異
な

る
の
で
、
学
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
家
庭
等
と

相
談
し
、
主
体
的
に
判
断
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

消
防
団
は
、
地
域
の
防
災
力
の

礎
で
す
。
人
口
減
少
を
受
け
、
入
団
者

数
も
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
退
団
者
を

対
象
に
予
備
役
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

そ
の
際
、
年
金
制
度
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　

消
防
力
の
維
持
に
年
金
制

度
は
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
市
が
独
自

に
制
度
を
創
設
す
る
の
は
困
難
で
す
。

　
　
　

人
口
減
少
社
会
で
は
、
ま
ち
の

コ
ン
パ
ク
ト
化
が
必
要
で
す
。
公
共
施

設
も
再
編
が
必
要
で
す
。
総
合
支
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

具
体
的
な
見
直
し
計
画
は

定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
機
構
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

日
帰
り
温
泉
な
ど
指
定
管
理
施

設
を
将
来
、
売
却
す
る
考
え
は
。　
　

　
　
　

公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
ご
と
に
民
間
譲
渡
を
含
め
た
検
証
を

行
い
、
今
後
の
考
え
方
を
整
理
し
ま
す
。

　
　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
を
解
散
す
る
な

ど
整
理
す
る
考
え
は
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
第
三
セ
ク
側
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

◦「
弁
当
の
日
」の
導
入

◦
消
防
団
年
金
制
度
の

　

導
入

◦
一
歩
進
ん
だ

　
　
　
「
ま
ち
づ
く
り
」

◦
甲(

よ
ろ
い
）を

　

着
た
古
墳
人

　

今
後
の
市
の
対
応
は
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